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子

都
市
部
に
お
け
る
ミ
ツ
バ
チ
飼
養
の
再
検
討

―
―
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
日
誌
を
事
例
に
―
―
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は
じ
め
に

　

日
本
民
俗
学
の
生
業
研
究
で
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
養
蜂
が
、
二
〇
〇
六
年
以
降
、
都
市
部
に
お
い
て
積
極
的
に
行
わ
れ
注
目
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
都
市
部
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
す
る
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
在
が
あ
る
。
人
口
密
集
地
域
で
あ
る

都
市
部
で
ミ
ツ
バ
チ
が
飼
養
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ミ
ツ
バ
チ
と
い
う
生
物
や
採
取
で
き
る
は
ち
み
つ
に
対
し
て
も
再
評
価
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
様
化
す
る
ミ
ツ
バ
チ
飼
養
の
在
り
方
は
、
養
蜂
振
興
法
の
改
正
に
ま
で
い
た
っ
た
。
生
業
で
も
な
く
、
自

家
消
費
の
た
め
で
も
な
く
行
わ
れ
る
養
蜂
の
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
都
内
五
つ
の
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
を
行
っ
た
。
同
じ
都
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
て
も
、
飼

養
す
る
ミ
ツ
バ
チ
が
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
で
あ
る
か
、
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
で
あ
る
か
、
発
足
の
経
緯
、
飼
養
に
携
わ
る
集
団
構
成
、

当
核
地
域
内
で
の
立
ち
位
置
な
ど
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
を
事
例
と
し
て
当
核
地
域
に
お
い
て
継
続
さ
れ
る
ミ
ツ
バ
チ
飼
養
の
現
状
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
背
景
や
意
図
を
再
検
討
す
る
。

一
、
問
題
の
所
在

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
養
蜂
は
、
当
該
地
域
を
中
心
と
す
る
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
用
い
た
自
家
消
費
目
的
の

養
蜂
と
、
明
治
時
代
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
を
用
い
た
、
は
ち
み
つ
生
産
を
主
目
的
と
し
た
専
業
的
な

養
蜂
で
あ
っ
た
。

　

在
来
種
で
あ
る
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
は
、
江
戸
時
代
以
前
よ
り
飼
養
の
実
態
が
あ
り
、
日
本
人
が
ミ
ツ
バ
チ
を
認
識
し
て
い
た
と
い
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う
点
に
お
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
皇
極
二
（
西
暦
六
四
三
）
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
は
、
環
境
変

化
に
対
し
て
神
経
質
で
あ
る
。
外
敵
に
も
敏
感
で
あ
る
た
め
逃
亡
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
人
間
が
野
生
の
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
捕

獲
し
て
飼
養
し
て
も
、
飼
養
環
境
に
適
応
で
き
な
い
と
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
採
蜜
量
は
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
に
比
べ
て
少

な
く
、
一
匹
の
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
が
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ち
み
つ
は
、
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
一
杯
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
年
に
一

度
程
度
の
採
蜜
と
な
る
た
め
市
場
に
出
回
る
量
が
少
な
く
高
価
格
で
取
引
さ
れ
る
が
、
逃
亡
性
の
リ
ス
ク
や
安
定
し
た
採
蜜
が
困
難

な
こ
と
か
ら
生
業
と
し
て
の
成
立
に
は
い
た
ら
ず
趣
味
的
で
自
家
消
費
的
な
飼
養
が
多
い
。
一
方
で
、
当
該
地
域
の
環
境
の
蜜
源
植

物
に
よ
り
は
ち
み
つ
の
味
に
地
域
差
が
あ
る
た
め
、
近
年
で
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
町
お
こ
し
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
る
。

　

セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
は
、
明
治
時
代
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
、
実
験
的
な
飼
養
が
重
ね
ら
れ
た
。
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
は
、

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
に
比
べ
て
環
境
適
応
力
が
高
い
う
え
に
、
飼
養
に
お
い
て
も
巣
枠
や
は
ち
み
つ
用
の
遠
心
分
離
器
な
ど
養
蜂
器
具

も
開
発
さ
れ
て
い
た
た
め
、
効
率
よ
く
は
ち
み
つ
を
採
取
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
安
定
的
な
は
ち
み
つ
生
産

が
可
能
で
あ
り
、
大
正
時
代
に
転
飼
養
蜂
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る
は
ち
み
つ
生
産
の
主
流
は
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ

が
多
く
を
占
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
で
行
わ
れ
る
転
飼
養
蜂
と
は
、
日
本
国
土
の
緯
度
差
・
標
高
差
を
利
用
し
、
蜜
源
と
な
る
花
木
の
開
花
に
合

わ
せ
て
南
日
本
か
ら
北
日
本
へ
移
動
す
る
方
法
で
あ
る
。
対
し
て
、
移
動
を
行
わ
ず
、
当
該
地
域
の
環
境
に
合
わ
せ
て
ミ
ツ
バ
チ
を

飼
養
す
る
定
飼
養
蜂
と
い
う
方
法
も
あ
り
、
主
に
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
で
行
わ
れ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
近
年
で
は
、
定
飼
養
蜂
の
一
種
と
し
て
、
都
市
の
ビ
ル
の
屋
上
な
ど
に
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
を
設
置
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
周
辺

の
公
園
、
庭
の
植
物
な
ど
か
ら
蜜
や
花
粉
を
採
取
さ
せ
る
方
法
を
と
る
「
都
市
（
型
）
養
蜂
」
も
み
ら
れ
、
ミ
ツ
バ
チ
飼
養
の
展
開

に
は
新
た
な
一
面
が
加
わ
っ
た
。

　

筆
者
は
、
こ
の
「
都
市
（
型
）
養
蜂
」
で
あ
る
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
注
目
し
、
従
来
日
本
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
養
蜂

と
二
〇
〇
六
年
以
降
続
い
て
開
設
さ
れ
た
、
都
市
部
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
す
る
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
比
較
し
、
ミ
ツ
バ
チ
を
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介
し
た
都
市
社
会
の
再
構
築
の
課
題
と
可
能
性
を
検
証
し
た（

1
（

。

　

当
該
論
文
で
は
、
ま
ず
農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
部
畜
産
振
興
課
の
『
養
ほ
う
関
係
参
考
資
料（

2
（

』
を
用
い
て
、
統
計
資
料
か
ら
養

蜂
の
動
向
を
把
握
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
の
全
国
の
み
つ
ば
ち
飼
養
者
数
が
九
、一
三
九
戸
で
あ
る
の

に
対
し
、
平
成
二
十
二
年
の
飼
養
者
数
は
五
、三
五
三
戸
と
約
六
割
に
減
少
し
、
蜜
源
も
昭
和
五
十
年
に
四
四
万
五
、七
二
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
二
十
一
年
に
は
十
五
万
八
、九
四
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
養
蜂
家
が
ミ
ツ
バ
チ
を

飼
養
す
る
の
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
東
京
都
で
は
、
蜜
源
が
昭
和
五
十
年
に
一
、一
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
二
十
二
年
に
は
十
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飼
養
者
数
は
昭
和
五
十
年
に
十
八
戸
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
二
十
三
年
に
は
百
三

十
戸
ま
で
増
加
し
て
い
た
。
蜜
源
が
減
少
し
て
い
る
東
京
都
で
養
蜂
家
が
増
加
し
て
い
る
背
景
に
は
、
都
市
部
に
お
い
て
行
わ
れ
る

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
民
間
団
体
・
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
公
園
や

住
宅
の
花
木
を
蜜
源
と
し
て
都
市
部
の
屋
上
な
ど
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、
町
の
活
性
化
や
自
然
保

全
を
目
的
と
し
て
い
た
。

　

従
来
日
本
で
行
わ
れ
て
き
た
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
用
い
た
養
蜂
や
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
を
用
い
た
専
業
的
な
養
蜂
と
、
ミ
ツ
バ
チ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
設
目
的
や
飼
養
形
態
を
比
較
す
る
と
、
従
来
の
養
蜂
と
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
に
お

け
る
技
術
や
方
法
的
に
大
き
な
差
異
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
養
蜂
に
お
け
る
ハ
チ
と
ヒ
ト
と
の
関
係
、
養
蜂
を
介
し
た
ヒ
ト
と
ヒ

ト
と
の
関
係
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
従
来
の
養
蜂
は
、
ヒ
ト
と
ヒ
ト
と
の
関
係
を
前
提
に
ハ
チ
と
ヒ
ト
と
の
関

係
が
成
立
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ハ
チ
と
ヒ
ト
と
の
関
係
に
よ
っ
て
ヒ
ト
と
ヒ
ト
と
の
関
係
を
形
成

し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ミ
ツ
バ
チ
を
一
緒
に
飼
養
す
る
と
い
う
意
識
の
共
有
に
よ
っ
て
、

ヒ
ト
と
ヒ
ト
と
が
更
新
的
な
関
係
を
持
っ
た
地
域
社
会
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
理
念
を
有
し
て
い
た
が
、
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
は
当
該

地
域
・
集
団
の
中
の
一
部
の
限
ら
れ
た
人
々
に
よ
る
も
の
で
、
主
体
と
な
る
地
域
の
多
く
の
人
び
と
は
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
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と
い
う
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
が
自
然
保
全
の
目
的
と
な
っ
て
い
た
こ
と
や

従
来
の
養
蜂
が
ミ
ツ
バ
チ
と
ヒ
ト
と
い
う
自
然
と
ヒ
ト
と
の
関
係
を
前
提
と
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ミ
ツ
バ
チ
を
介
し
た
自
然
保
全

と
い
う
視
点
と
養
蜂
に
よ
る
自
然
管
理
や
自
然
保
全
の
可
能
性
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
っ
た（

3
（

。

　

分
析
の
結
果
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
名
前
の
つ
い
た
一
匹
の
女
王
蜂
を
中
心
と
し
た
蜂
群
を
持
続
的
に
飼
養
す
る
こ
と

に
意
味
を
見
出
し
て
お
り
、
専
業
的
な
養
蜂
家
は
経
営
計
画
に
沿
っ
た
女
王
蜂
の
選
別
を
行
う
こ
と
で
更
新
的
な
飼
養
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
当
時
の
研
究
対
象
で
あ
っ
た
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
女
王
蜂
の
寿
命
は
、
最

長
で
も
一
年
五
ヵ
月
（
二
〇
一
二
年
時
点
）
で
あ
り
、
毎
年
新
し
い
蜂
群
を
購
入
し
て
い
た
た
め
、
厳
密
に
は
持
続
的
な
飼
養
と
は

言
い
難
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
的
と
し
て
い
る
自
然
保
全
へ
の
矛
盾
や
、
か
え
っ
て
都
市
部
が
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
で
き
る
環
境
で

は
な
い
と
い
う
結
果
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
都
市
部
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
す
る
意
味
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
続
に

つ
い
て
再
考
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
新
た
な
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
追
跡
調
査
を
続
け
る
中
で
、
当
初
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
的
と
し
て
い
た
自
然
保
全
や
当
該
地
域
の
活
性
化
だ

け
で
は
な
い
背
景
が
内
在
し
て
い
る
可
能
性
に
く
わ
え
、
二
〇
一
二
年
の
養
ほ
う
振
興
法
の
改
正
に
よ
っ
て
養
蜂
を
取
り
巻
く
諸
問

題
が
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
、
都
市
部
で
ミ
ツ
バ
チ
を
不
特
定
多
数
の
人
々
で
飼
養
す
る
意
図
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　

本
稿
で
事
例
と
す
る
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
に
活
動
を
開
始
し
、
二
〇
一
八
年
で
九
年
目
と
な
る
。

追
跡
調
査
か
ら
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
が
ミ
ツ
バ
チ
を
介
し
て
ど
の
よ
う
な
集
団
や
社
会
を
構
成
し
よ
う
と
し
た
の
か
再
検
討

を
行
い
た
い
。
本
稿
で
は
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
日
誌
の
分
析
を
行
う
。
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二
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
と
展
開

　

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
商
工
会
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
大
学
教
育
機
関
な
ど
が
中
心
と
な
り
不
特
定
多
数
の
人
び
と

が
、
主
に
都
市
部
の
ビ
ル
の
屋
上
な
ど
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
す
る
も
の
で
、
二
〇
〇
六
年
の
銀
座
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
中
央
区
）

を
皮
切
り
に
、
二
〇
〇
八
年
に
は
中
延
養
蜂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
品
川
区
）、
多
摩
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
多
摩
）
が
、
二
〇
〇
九

年
に
は
丘
ば
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
自
由
が
丘
）、
す
み
だ
百
花
蜜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
墨
田
区
）
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
、
サ
ッ
ポ
ロ
・

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
札
幌
）、
梅
田
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
大
阪
）、
二
〇
一
一
年
渋
谷
み
つ
ば
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
さ

い
た
ま
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二
〇
一
三
年
江
東
み
つ
ば
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
他
に
も
大
分
、
仙
台
、
名
古
屋
に
も
広
が

り
を
み
せ
て
い
る
。

　

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
国
的
に
広
ま
っ
た
背
景
に
は
、
銀
座
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
在
が
あ
る
。
銀
座
ミ
ツ
バ
チ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
岩
手
県
で
養
蜂
場
を
営
む
Ｆ
氏
が
中
心
と
な
り
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に
銀
座
三
丁
目
紙
パ
ル
プ
会
館
屋
上
で
開

始
さ
れ
た
。
中
央
区
銀
座
と
い
う
都
市
部
で
行
わ
れ
る
養
蜂
は
広
く
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
集
め
、
毎
日
新
聞
、
讀
賣
新
聞
、
地
域
誌
、

複
数
の
テ
レ
ビ
局
に
よ
る
放
映
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
存
在
は
銀
座
の
中
だ
け
で
は

な
く
多
く
の
人
々
に
認
知
さ
れ
、
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
銀
座
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
街
の
活
性
化
、
地
域
の
人
々
の
交

流
、
自
然
保
全
な
ど
を
成
功
さ
せ
た
事
例
と
し
て
対
外
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
地
の
ミ
ツ
バ
チ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
銀
座
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
触
発
さ
れ
る
形
で
、
街
の
活
性
化
、
地
域
の
人
々
の
交
流
、
自
然
保
全
な
ど

が
期
待
で
き
る
新
し
い
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ミ
ツ
バ
チ
飼
養
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
具
体
的
に
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
を
事
例
と
し
て
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ど
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
て
発
足

し
、
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
い
く
。
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ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
は
、
二
〇
〇
九
年
に
発
足
し
、
二
〇
一
八
年
で
九
年
目
と
な
る
。
東
京
二
十
三
区
内
に
あ
る
人
口
七
，

五
〇
〇
人
程
の
街
で
行
わ
れ
て
い
る
。
商
店
街
振
興
組
合
が
主
催
し
、
住
区
の
人
び
と
と
と
も
に
ビ
ル
の
屋
上
で
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ

チ
を
飼
養
し
て
い
る
。
当
該
地
域
は
、
閑
静
な
住
宅
街
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
駅
前
は
商
業
地
区
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
員
は
女
性
が
中
心
で
あ
り
、
入
会
費
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
で
あ
る
。
住
宅
街
が
主
と
な
る
こ
の

地
域
に
お
い
て
、
住
宅
の
庭
や
公
園
の
植
木
が
採
蜜
花
木
と
な
る
。

　

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
を
主
催
す
る
商
店
街
振
興
組
合
は
、
当
該
地
域
に
あ
る
十
二
の
商
店
街
を
一
つ
の
組
織
と
し
て
取
り

ま
と
め
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
共
同
事
業
、
環
境
整
備
な
ど
街
づ
く
り
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
商
店

街
振
興
組
合
主
催
「
森
林
化
計
画
」
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
活
動
で
あ
る
。
環
境
指
標
生
物
で
あ
る
ミ
ツ
バ
チ
を
用
い
る
こ
と
で
、

当
該
地
域
の
自
然
環
境
の
把
握
と
保
全
を
行
お
う
と
し
た
。
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
九
年
の
発
足
時
、
商
店
街
・
住
民
会
議

で
行
わ
れ
た
説
明
会
に
お
い
て
反
対
意
見
は
な
く
、
応
援
す
る
声
や
協
力
す
る
声
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
当
初
、
住
区
か
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
住
民
会
議
に
説
明
会
参
加
者
の
う
ち
二
人
の
女
性
が
協
力
者
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
ブ
ロ

グ
や
、
地
域
冊
子
を
見
て
参
加
す
る
者
が
増
え
た
と
い
う
。

　

で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
活
動
が
こ
の
八
年
間
で
行
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
活
動
日
誌
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
も
と
に

分
析
を
行
う
。
活
動
日
誌
と
は
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
発
足
時
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
日
に
書
か
れ
た
日
誌
で
、
蜂

群
や
女
王
蜂
、
巣
の
状
況
な
ど
飼
養
箱
内
の
様
子
を
確
認
す
る
内
検
作
業
の
内
容
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
活
動
日
誌
の

中
で
公
表
で
き
る
範
囲
の
情
報
と
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
、
概
要
を
（
一
）
二
〇
〇
九
年
時
発
足
時
〜
二
〇
一
〇
年
、（
二
）
二

〇
一
一
〜
二
〇
一
二
年
調
査
時
、（
三
）
二
〇
一
三
〜
二
〇
一
七
年
追
跡
調
査
時
の
三
つ
に
分
け
て
ま
と
め
る
。
そ
れ
ら
と
、
八
年

間
で
飼
養
し
た
女
王
蜂
（
蜂
群
）
の
一
覧
か
ら
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
活
動
の
変
遷
に
つ
い
て
分
析
す
る
。



　　　　68

（
一
）
二
〇
〇
九
年
発
足
時
～
二
〇
一
〇
年

　

銀
座
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｙ
氏
よ
り
指
導
を
受
け
な
が
ら
三
群
を
飼
養
開
始
。
採
蜜
だ
け
で
な
く
、
蜜
ろ
う
づ
く
り
、
蜜
源

見
学
な
ど
、
積
極
的
に
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
か
ら
な
に
が
出
来
る
か
検
討
し
て
い
る
様
子
が
日
誌
か
ら
う
か
が
え
る
。
特
に
ニ
ュ
ー
ス

リ
リ
ー
ス
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
取
材
は
年
間
六
件
に
も
及
ん
だ
。
他
の
商
店
街
や
企
業
を
は
じ
め
、
中
に
は
「
自
身
の
地

域
で
や
っ
て
み
た
い
の
で
勉
強
に
き
た
」
と
い
う
見
学
者
も
み
ら
れ
た
。

　

活
動
は
週
に
一
回
三
〜
五
人
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、「
途
中
の
雨
で
混
乱
し
た
。
採
蜜
途
中
だ
が
、
倉
庫
に
し
ま
い
、
明
日
へ
持

ち
越
し
と
な
っ
た
。
明
日
は
、
予
定
外
で
あ
る
が
生
き
物
と
自
然
が
相
手
で
は
仕
方
が
な
い
」
な
ど
、
雨
天
の
際
に
は
内
検
や
採
蜜

の
作
業
が
で
き
な
い
な
ど
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
商
店
街
の
組
合
を
母
体
と
す
る
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
関
係
も

あ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
難
し
さ
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
間
で
、
飼
養
箱
を
置

く
場
所
の
変
更
が
幾
度
か
行
わ
れ
て
い
る
。
日
誌
に
は
明
確
な
理
由
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
ヒ
ト
の
環
境
の
中
で
、
ミ
ツ
バ
チ
を

飼
養
す
る
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
は
、
風
よ
け
な
ど
飼
養
箱
を
置
く
場
所
の
環
境
を
整
え
る
作
業
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
二
）
二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
二
年
調
査
時

　

日
誌
か
ら
は
、
三
年
目
で
内
検
作
業
な
ど
に
慣
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

二
〇
一
一
年
調
査
時
の
聞
き
取
り
で
は
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
女
王
蜂
に
は
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

「
愛
情
を
持
っ
て
飼
養
す
る
た
め
、
初
め
て
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
す
る
人
に
も
親
し
み
や
す
く
す
る
た
め
に
全
員
で
考
え
た
と
い
う
。

セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
で
あ
る
の
で
西
洋
風
の
名
前
、
画
数
な
ど
も
考
慮
し
、
名
前
を
決
定
す
る
会
議
を
行
な
っ
た
と
い
う
」〔
玄
蕃　

二
〇
一
二
〕
に
も
あ
る
よ
う
に
、
家
畜
の
飼
育
と
い
う
よ
り
も
地
域
全
体
の
ペ
ッ
ト
的
側
面
が
強
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

一
方
で
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
購
入
し
た
ミ
ツ
バ
チ
に
は
、「
昨
年
の
強
か
っ
た
女
王
に
あ
や
か
り
」
同
様
の
名
前
を
付
け
る
な
ど
、
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個
と
し
て
の
女
王
蜂
の
ペ
ッ
ト
化
よ
り
も
、
む
し
ろ
女
王
蜂
を
中
心
と
し
た
蜂
群
の
符
号
的
側
面
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
一

年
に
は
、
女
王
蜂
を
失
っ
た
群
を
他
群
と
合
わ
せ
て
一
つ
の
群
に
す
る
合
同（

4
（

を
初
め
て
行
っ
て
お
り
、
女
王
蜂
の
持
続
的
飼
養
が
難

し
い
現
状
に
向
き
合
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

（
三
）
二
〇
一
三
～
二
〇
一
七
年
追
跡
調
査
時

　

追
跡
調
査
時
の
二
〇
一
三
年
に
は
、
四
群
を
飼
養
し
、
女
王
蜂
の
更
新
的
飼
養
が
行
わ
れ
、
継
続
的
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
環

境
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
蜜
源
と
な
る
植
物
を
植
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を
商
店
街
振
興
組
合
に
限
ら
ず
、
鉄

道
会
社
な
ど
と
協
力
し
て
開
催
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
七
年
の
八
年
間
で
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
が
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
に
慣
れ
た
様
子
が
確
認
で
き
る
。

一
方
で
、
蜂
群
数
の
持
続
的
飼
育
は
難
し
く
、
越
冬
で
き
ず
に
全
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
新
し
い
蜂
群
を
購
入
し

て
ま
た
一
か
ら
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
を
行
っ
て
お
り
、
別
の
蜂
群
の
王
台
移
植
に
よ
る
に
女
王
蜂
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
購
入
に
よ
る
持

続
的
・
継
続
的
な
飼
養
を
試
み
て
い
る
。
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女王蜂の個体 購入／誕生 女王蜂死／全滅 寿命 備　考
ジョアンナ 20090618 20101124 1年5ヵ月 ★購入
キャサリン 20090618 20090619 1日 ★購入
アマゾネス 20090618 ― 9ヵ月以上 ★越冬中に全滅か？
アンジー 20090722 20091220 5ヵ月 ★アマゾネスの王台をキャサ

リンの群に移して誕生
アンジー 201003? 20101027 7ヵ月

エリザベス 20110325 20110511
行方不明 2ヵ月 ★購入

メグ 20110325 20111026
行方不明 7ヵ月 ★購入

エリザベス姉 20110518 20110708
行方不明 2ヵ月 ★エリザベスの王台より誕生

エリザベス妹 20110518 20120224全滅 9ヵ月
★エリザベスの王台より誕生
★7月にエリザベス姉の蜂群
と合同

メグ2世 20111026 20111122
行方不明 1ヵ月 ★メグの王台より誕生

エリザベス 20120404 20120620 2ヵ月 ★購入
クラウディア 20120404 20130605 5ヵ月以上 ★購入

エリザベス 201207? 20130821 2ヵ月以上
★クラウディアの王台からエ
リザベスの蜂群に移して誕生
3つのうちの1つ

サラ 20130319 ― ―
クラウディア2 20130615 2013

行方不明 ― ★サラ群より王台移植

クラウディア3 20130724 2013
行方不明 ― ★サラ群より王台移植

エリザベス 20130904 ― ― ★クラウディア3より王台移植
エリザベス ― 20150325 ―

サラ ― 20150710 ―
エリザベス母 20150325 ― ―
レオノール 20150416 2016春 1年 ★購入

エリザベス娘
（カコ） 20150509 2016冬全滅 10ヵ月〜1年 ★エリザベス分蜂群
新サラ 20150710 2016冬全滅 10ヵ月〜1年 ★サラ群の王台より誕生

レオナール 20160608 2016冬全滅 6ヵ月〜
10ヵ月 ★野生分蜂群

エリザベス 20170324 20170810 5ヵ月 ★購入
カコ 20170324 20170718 4ヵ月 ★購入
サラ 20170324 20170704 4ヵ月 ★購入
サラ2 20170802 20171004 2ヵ月 ★スズメバチが原因か？
カコ2 20170727 20171101 3ヵ月 ★王台より誕生

エリザベス2 20170817 20170906 1ヵ月 ★王台より誕生
エリザベス3 20170913 ― ―

表1　ミツバチプロジェクトA  女王蜂一覧［筆者作成］

＊2014年日誌未確認
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三
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
日
誌
か
ら

　

前
章
で
は
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
が
発
足
し
て
か
ら
八
年
間
の
日
誌
を
三
つ
の
段
階
に
分
け
た
概
要
と
女
王
蜂
の
一
覧
を

表
に
ま
と
め
た
。

　

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
は
、
商
店
街
振
興
組
合
の
職
員
と
住
区
の
人
々
、
三
〜
五
人
に
よ
っ
て
毎
週
一
回
内
検
作
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
飼
養
す
る
蜂
群
は
二
〜
四
群
で
あ
る
。
そ
の
周
年
活
動
は
、
三
月
末
〜
四
月
初
旬
に
活
動
を
開
始
し
、
お
お
よ
そ
十
一

月
の
初
旬
に
は
越
冬
の
準
備
を
終
え
て
い
る
。
専
業
的
な
養
蜂
や
自
家
消
費
の
養
蜂
同
様
に
、
当
該
地
域
の
自
然
環
境
に
合
わ
せ
た

飼
養
を
行
っ
て
い
る
。
蜜
源
の
広
狭
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
天
候
や
気
温
、
湿
度
に
左
右
さ
れ
や
す
い
面
で
は
同
条
件
の
も
と
飼
養

を
行
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
発
足
時
に
は
、
専
業
的
養
蜂
の
方
法
を
参
考
に
飼
養
を
行
い
、
飼
養
場
所
や
、
取
材
対
応
、
内
検

の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
ヒ
ト
の
都
合
や
環
境
に
ミ
ツ
バ
チ
を
合
わ
せ
る
形
で
の
飼
養
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
〇
一
〇
年
以
降
に
は
ミ
ツ

バ
チ
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
以
降
は
ミ
ツ
バ
チ
に
合
わ
せ
た
飼
養
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
か
ら
一
二
年
頃
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
女
王
蜂
に
名
前
を
つ
け
て
愛
着
を
持
っ
て
い
る
様
子
か
ら
、
生
業
的
な
面

よ
り
ペ
ッ
ト
的
な
意
識
が
強
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
が
、
八
年
間
の
中
で
、
以
前
の
女
王
蜂
に
あ
や
か
り
同
じ
名
前
を
つ
け
る
、
女

王
蜂
が
い
な
く
な
っ
た
後
も
「
◯
◯
（
女
王
蜂
の
名
前
）
群
」
と
呼
ぶ
な
ど
、
女
王
蜂
の
個
体
に
対
す
る
愛
着
だ
け
で
は
な
く
、
蜂

群
に
対
す
る
符
号
的
な
側
面
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
日
誌
か
ら
も
二
〇
〇
九
年
〜
一
○
年
頃
ま
で
は
、
女
王
蜂
そ
の
も
の
を
名
前

で
呼
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
以
降
は
女
王
蜂
と
い
う
記
さ
れ
方
で
あ
り
、
名
前
は
群
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

専
業
養
蜂
家
は
次
年
度
の
養
蜂
計
画
と
女
王
蜂
の
様
子
か
ら
選
別
を
行
い
、
分
蜂
や
群
の
整
理
を
行
う
。
女
王
蜂
に
は
、
多
く
の

卵
を
産
む
女
王
蜂
、
採
蜜
量
の
多
い
女
王
蜂
な
ど
、
目
的
別
に
女
王
蜂
が
分
か
れ
て
お
り
、
女
王
蜂
の
性
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
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こ
と
で
持
続
的
な
養
蜂
を
可
能
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。　

　

表
1
の
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
女
王
蜂
一
覧
に
よ
れ
ば
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
が
飼
養
し
て
き
た
女
王
蜂
の
寿
命

は
早
く
て
一
日
、
長
く
て
一
年
五
ヵ
月
で
あ
り
、
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
、
一
匹
の
女
王
蜂
の
持
続
的
飼
養
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
し
か
し
、
環
境
を
整
え
る
な
ど
一
匹
の
女
王
蜂
を
持
続
的
に
飼
養
す
る
方
法
の
模
索
は
行
い
な
が
ら
も
、
弱
っ
て
い
る

女
王
蜂
が
い
れ
ば
す
ぐ
に
別
の
蜂
群
の
王
台
を
移
植
し
て
新
し
い
女
王
蜂
を
誕
生
さ
せ
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
越
冬
で
き

ず
に
全
滅
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
蜂
群
を
購
入
し
て
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
を
や
り
直
す
な
ど
、
養
蜂
そ
の
も
の
の
持
続
的
・
継
続

的
な
飼
養
を
試
み
る
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
一
匹
の
決
め
ら
れ
た
女
王
蜂
の
持
続
的
な
飼
養
か
ら
女
王
蜂
を
変
え
て
で
も
蜂
群
を
持
続
さ
せ
て
い
く
飼
養
に
変
化
し

て
い
る
と
言
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
都
市
部
の
飼
養
で
は
、
一
匹
の
女
王
蜂
を
継
続
的
に
飼
養
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
多
く
の
群
を

飼
養
し
て
い
な
い
以
上
、
養
蜂
自
体
を
持
続
的
に
行
う
に
は
、
毎
年
新
し
い
女
王
蜂
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
は
、
八
年
間
で
、
都
市
部
で
の
飼
養
に
は
専
業
的
な
養
蜂
の
方
法
が
適
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
当

該
地
域
の
環
境
に
適
応
し
た
ミ
ツ
バ
チ
飼
養
を
模
索
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
業
よ
り
趣
味
的
な
養
蜂
と
い
え
る
ミ
ツ
バ

チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、
継
続
す
る
に
は
、
客
観
的
に
は
コ
ス
ト
が
多
く
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
コ
ス
ト
面
に
お
い

て
非
効
率
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
て
い
く
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
？　

四
章
で
は
、
再
度
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
目
的
を
整
理
し
、
当
該
地
域
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
す
る
背
景
や
意
図
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

四
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
目
的
と
課
題

　

前
章
で
は
、
八
年
間
新
し
い
女
王
群
を
購
入
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
効
率
的
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
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が
、
で
は
な
ぜ
そ
う
し
て
ま
で
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
を
継
続
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
が
、
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
を
は
じ
め
た
背
景
と
し
て
、
環
境
保
全
と
商
店
街

の
活
発
化
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
再
度
検
討
を
行
う
。

（
一
）
ミ
ツ
バ
チ
に
よ
る
環
境
保
全

　

従
来
日
本
で
行
わ
れ
て
き
た
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
に
お
い
て
は
、
当
該
地
域
に
生
息
す
る
ミ
ツ
バ
チ
を
捕
獲
し
て
飼
養
し
て

い
た
。
環
境
変
化
や
外
敵
に
敏
感
で
神
経
質
な
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
持
続
的
に
飼
養
す
る
た
め
に
、
飼
養
箱
の
設
置
場
所
の
工
夫
な

ど
は
行
わ
れ
る
が
、
当
該
地
域
の
環
境
に
対
し
て
植
樹
な
ど
人
間
か
ら
自
然
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川
町
で
は
、
自
家
消
費
的
な
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
養
蜂
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
聞
き
取
り
の
中
で
は
、「
昔
に

比
べ
て
自
然
が
な
く
な
っ
た
。
ミ
ツ
バ
チ
が
い
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
。
ミ
ツ
バ
チ
が
昔
に
比
べ
て
い
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
自
然

が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
等
号
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
ミ
ツ
バ
チ
は
環
境
を
把
握
す
る
基
準
の
ひ
と
つ
で
、
ま

さ
に
環
境
指
標
生
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
の
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
で
は
、
ミ
ツ
バ
チ
を
基
準
と
し
て
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
ミ
ツ
バ
チ
が
飼
養
で
き
る
こ

と
と
自
然
環
境
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
等
号
で
結
ば
れ
て
い
る
。
一
見
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川
町
の
事
例
と
同
様
に
環
境
指
標
生

物
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
早
川
町
の
事
例
は
、
当
該
地
域
の
自
然
環
境
の
変
化
を
ミ
ツ
バ
チ
と
い
う

環
境
指
標
生
物
で
み
て
い
る
の
に
対
し
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
で
は
、
ミ
ツ
バ
チ
が
飼
養
で
き
る
環
境
が
自
然
環
境
と
し
て
、

目
標
値
と
な
っ
て
い
る
。
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
が
目
指
す
自
然
保
全
と
は
、
ミ
ツ
バ
チ
が
活
動
で
き
る
模
擬
的
な
自
然
環
境

で
あ
り
、
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
で
き
る
社
会
環
境
で
あ
る
。
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（
二
）
商
店
街
の
活
性
化

　

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
が
期
待
す
る
商
店
街
の
活
性
化
と
は
、
都
市
部
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
養
す
る
と
い
う
当
該
地
域
外
に
向

け
た
宣
伝
効
果
と
、
共
通
の
環
境
指
標
生
物
を
飼
養
す
る
こ
と
で
、
共
有
の
意
識
を
形
成
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
員
に
な
っ
て
も
ら

う
と
い
う
地
域
内
に
対
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。

　

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
が
従
来
日
本
で
行
わ
れ
て
き
た
養
蜂
と
異
な
る
点
の
ひ
と
つ
に
は
、
不
特
定
多
数
に
よ
る
飼
養
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
当
該
地
域
に
お
い
て
は
、
商
店
街
振
興
組
合
の
職
員
と
住
区
の

人
び
と
に
よ
っ
て
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
に
関
わ
る
の
は
一
部
の
住
区
の
人
々

に
限
ら
れ
、
大
多
数
の
住
民
か
ら
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
課
題
を
指
摘
し
た
。

　

実
際
、
八
年
経
過
し
て
い
た
後
で
も
、
飼
養
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
一
部
の
住
区
の
人
に
限
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
商
店
街
内

の
ケ
ー
キ
屋
で
採
取
し
た
は
ち
み
つ
を
利
用
し
た
洋
菓
子
の
販
売
や
、
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
で
の
ブ
ー
ス
の
出
店
、
自
然
保
全

活
動
で
の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
、
周
知
へ
の
取
り
組
み
は
、
変
わ
ら
ず
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
年
間
の
活
動
の
中
で
、
ミ
ツ
バ
チ
を

飼
養
す
る
こ
と
に
よ
る
大
き
な
事
故
が
起
こ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
信
頼
関
係
へ
と
つ
な
が
り
、
理
解
者
・
仲
間
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

商
店
街
の
活
性
化
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
活
性
化
の
目
標
と
な
る
具
体
例
と
統
計
的
な
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
、
今
後
の
研
究
で

は
、
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
や
は
ち
み
つ
、
蜜
ろ
う
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
再
度
調
査
を
行
い
検
討
す
る
こ
と
で
、
ミ
ツ
バ
チ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
が
目
指
し
た
商
店
街
の
活
性
化
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。

　

ミ
ツ
バ
チ
に
よ
る
環
境
保
全
と
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
共
通
す
る
の
は
継
続
的
な
飼
養
が
必
要
で
あ
る
い
う

こ
と
で
あ
る
。
環
境
指
標
生
物
で
あ
る
ミ
ツ
バ
チ
が
持
続
的
に
飼
養
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
環
境
保
全
で
あ
り
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ａ
が
継
続
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
ヒ
ト
と
ヒ
ト
と
の
関
係
の
継
続
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
銀
座
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う

な
話
題
性
や
経
済
効
果
よ
り
も
、
商
店
街
振
興
組
合
と
住
区
の
人
々
の
つ
な
が
り
を
活
性
化
の
一
つ
と
し
て
ミ
ツ
バ
チ
が
飼
養
さ
れ
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て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
都
市
部
に
お
い
て
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
養
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
背
景
や
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
事
例
と
し

て
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
八
年
間
の
日
誌
の
分
析
を
行
っ
た
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
日
誌
に
記
さ
れ
て
い
た
内
容
に
よ
っ
て
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
が
ど
の
よ
う
な
ミ
ツ
バ
チ
飼
養
を
行
っ

て
き
た
か
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
匹
の
女
王
蜂
を
継
続
的
に
飼
養
す
る
傾
向
か
ら
、
毎
年
新
た
に
女
王
蜂
を
購
入
す
る
こ

と
で
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
自
体
を
持
続
・
継
続
さ
せ
る
選
択
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
日
誌
の
分
析
が
不
十
分
で
あ
る
。
日
誌
の
情
報
と
社
会
環
境
お
よ
び
自
然
環
境
の
変
化
や
動
き
と
重

ね
合
わ
せ
た
と
き
、
新
た
な
背
景
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

特
に
、
養
蜂
業
は
天
候
に
影
響
を
受
け
る
生
業
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
専
業
養
蜂
家
の
調
査
で
判
明
し
て
い
る
事
実
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
八
年
間
の
天
気
、
気
温
な
ど
の
天
候
と
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
日
誌
を
照
合
す
る
こ
と
で
、
天
候
に
よ
っ
て

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
が
ど
の
よ
う
な
飼
養
方
法
の
選
択
を
と
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
と
は
異
な
る
都
市
型
養
蜂
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
ミ
ツ
バ

チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
飼
養
団
体
の
現
状
を
追
跡
調
査
す
る
こ
と
で
、
都
市
型
養
蜂
の
中
に
お
け
る
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
の
存

在
や
飼
養
の
特
異
性
、
相
違
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
終
的
に
は
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
を
中
心
と
し
た
都
市
型
養
蜂
の
ミ
ツ

バ
チ
飼
養
の
現
状
の
可
視
化
を
行
い
た
い
。
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註

　
（
1
）　

二
〇
一
二
「
現
代
社
会
と
養
蜂
―
ミ
ツ
バ
チ
を
介
し
た
都
市
社
会
の
再
構
築
―
」
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
。

　
（
2
）　

二
〇
一
二
『
養
ほ
う
関
係
参
考
資
料
』
農
林
水
産
省
。

　
　
　
　

統
計
資
料
は
農
林
水
産
省
が
各
都
道
府
県
で
把
握
し
て
い
る
も
の
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
統
計
方
法
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

数
値
に
は
専
業
家
だ
け
で
な
く
、
個
人
養
蜂
家
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
個
人
養
蜂
家
の
報
告
は
任
意
で
あ
り
、
正
確
な
統
計
値
と
は
い

い
が
た
い
が
、
全
国
的
な
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
3
）　

こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
の
民
俗
学
会
年
会
の
発
表
に
お
い
て
「
都
市
型
養
蜂
の
現
状
と
課
題
―
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
事
例
を
中
心
に
―
」
と
い
う
題
目
で
検
討
を
行
っ
た
。

　
（
4
）　

合
同
と
は
、
女
王
蜂
の
い
な
い
蜂
群
を
別
の
蜂
群
と
合
わ
せ
て
一
つ
の
蜂
群
に
す
る
こ
と
。

文
献
表

玄
蕃
充
子

　

二
〇
一
二
『
現
代
社
会
と
養
蜂
―
ミ
ツ
バ
チ
を
介
し
た
都
市
社
会
の
再
構
築
―
』
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
部
畜
産
振
興
課

　

二
〇
一
二
『
養
ほ
う
関
係
参
考
資
料
』
農
林
水
産
省

参
考
文
献

岡
田
一
次

　

一
九
九
七
『
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
誌
』
玉
川
大
学
出
版
部

佐
治
靖

　

一
九
九
五
ａ
「
ハ
チ
と
ヒ
ト
の
生
態
学
―
会
津
盆
地
南
縁
山
地
の
伝
統
的
養
蜂
―
」『
ミ
ツ
バ
チ
科
学
十
六
（
二
）』
玉
川
大
学
ミ
ツ
バ
チ

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
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一
九
九
五
ｂ
「
東
日
本
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
伝
統
的
養
蜂
―
会
津
盆
地
南
縁
山
地
の
事
例
を
中
心
と
し
て
―
」『
日
本
民
俗
学　

第
二
〇
二
号
』
日
本
民
俗
学
会

　

一
九
九
五
ｃ
「
ミ
ツ
を
飼
う
―
石
鎚
山
系
に
お
け
る
伝
統
的
養
蜂
（
一
）」『
民
具
集
積
一
』

　

一
九
九
六
「
ハ
チ
と
ヒ
ト
の
生
態
学
Ⅱ
―
四
国
石
鎚
山
系
の
伝
統
的
養
蜂
―
」『
ミ
ツ
バ
チ
科
学
十
七
（
二
）』

　

玉
川
大
学
ミ
ツ
バ
チ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

　

二
〇
〇
七
「
阿
武
隈
高
地
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
伝
統
的
養
蜂
」『
福
島
県
立
博
物
館
紀
要
21
』

　

福
島
県
立
博
物
館

宅
野
幸
徳

　

一
九
九
一
「
西
中
国
山
地
に
お
け
る
伝
統
的
養
蜂
」『
民
具
研
究
九
十
六
』
日
本
民
具
学
会

　

二
〇
〇
一
「
西
日
本
の
伝
統
的
養
蜂
の
技
術
」『
自
然
と
文
化
六
十
七
』
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
部

　

二
〇
一
四
『
養
蜂
を
め
ぐ
る
情
勢
』
農
林
水
産
省

柚
洞
一
央

　

二
〇
〇
五
「
日
本
に
お
け
る
養
蜂
業
の
経
営
動
向
―
全
国
調
査
の
結
果
か
ら
―
」『
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

研
究
論
集　

第

五
号
』

　

二
〇
〇
六
「
日
本
の
養
蜂
業
に
お
け
る
移
動
空
間
の
狭
域
化
と
生
産
形
態
の
多
様
化
」『
地
理
学
評
論　

第
七
九
巻　

第
十
三
号
』
日
本

地
理
学
会

吉
田
忠
晴

　

一
九
八
八
「
養
蜂　

日
本
の
養
蜂
」
項
『
日
本
大
百
科
全
書
二
十
三
』
小
学
館

渡
辺
孝 

古
武
成
美
編 

古
島
敏
雄
監
修

　

一
九
八
三
『
明
治
農
書
全
集
九
』
農
山
漁
村
文
化
協
会

 
（

船
橋
市
教
育
委
員
会
文
化
課
学
芸
員

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
研
究
員

）
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